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あなたと市政をむすぷ 広報うおづ 昭和57年 3月1日発行

4周包回固オ-73ク

緑の申のレジャーランド
チビッコ、パパ、ママ皆んなで楽しもう/

(完成予想図)

財団法人魚津市施設管理公社を設立

市では、かねてから設立を計画していました施設管理

公社を 1月20日正式に発足しました。

この公社は、魚津総合公園をさらに充実し、広〈市民、

県民はもとより一般利用者から親しまれ愛される公園と

して、効率的な運営を図ることを目的としており、資本

金3，000万円、総合公園内に約 2億円を投入して、大型遊
にE

具 9機種を設置するなど今春 4月から賑やかに開園する

ことになりました。

公社の役員は、次のとおり選出されました。

理事長 清河七良

副理事長 高慶平之亙

常務理事 三井芳久

理 事 大久保松治 j畢崎尚武

11 若島正 敬 経j畢 稔、

11 竹内 進 i畢本 章

11 高瀬善一郎 石川精二

Z箆!ii 事 経津藤一郎 水 白 一 郎

〈施設概要〉

@ 菖蒲 池 (約4，000株植栽)

@ ジャブジャブ池

@ 海浜植物園

@ 遊戯施設

-ワンダーホイール

-メリーゴーランド

-チェーンタワー

-豆汽車(ベンケイ号)

-サイクルモノレール

-サイクル電車

-バッテリーカー

-クラシ ックヒコーキ

-子リスのジャンプ

@ その他の施設

-ゲームセンター

. 員ノU 三 庖

690m' 

750m' 

575m' 

主主貝

高き20m 48 

直径 9m 26 

直径 8m 32 

全長350m 16 

全長200m 26 

全長165m 20 

10台 13 

直径 9m 12 

直径10m 16 

98.96m' 

59.54m' 

(2) 
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a‘4 周
学e
愛国

交時
学
武

ま
も
な
く
新
し
い
学
年
が
は
じ
ま
り

ま
す
。
こ
と
し
市
内
の
小
学
校
に
入
学

さ
れ
る
お
子
さ
ん
は
、
八
二
八
名
で
、

晴
れ
の
表
彰

全
国
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
長
表
彰

魚
津
市
本
町
一
丁
目
二
番
二

O
号

金

川

四

郎

・

侃
歳

永
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員

と
し
て
、
鋭
意
社
会
教
育
の
推
進

に
努
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

@置冨盟1m・
緑の中のレジャーランド一一一2

小 ・中学校の入学式一一一一一一3

税の申告はお済みでしょうか4-5
みんなのねんきん-・・・ー・・ー・・・・・・・・・・6

。

昨
年
よ
り
四
二
名
減
、
ま
た
中
学
校
は

八
八
四
名
で
昨
年
よ
り
一
四
名
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「
入
学
通
知
書
」

小
学
校
の
新
入
学
児
童
の
保
護
者
の

み
な
さ
ん
に
「
入
学
通
知
書
」
を
2
月

下
旬
ご
ろ
お
届
け
し
ま
し
た
が
、
通
知

も
れ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
教
委
へ

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

な
お
、
中
学
校
の
新
入
学
生
徒
の
保

護
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
各
小
学
校
を

通
じ
て
お
届
け
し
て
あ
り
ま
す
。

マ
入
学
式

小
学
校
日
4
月
6
日

ω

受

付

午

前
9
時

開

式

午

前
9
時
ぬ
分

中
学
校
H
4
月
7
日
附

受

付

午

前
8
時

開

式

午

前
9
時

い
ず
れ
も
各
学
校
で
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
小
・中
学
校
の
卒
業
式

.
3
月
日
日

ω

西
部
中
学
校

.
3
月
刊
日
働

大
町
小
学
校

本
江
小
学
校

東
部
中
学
校

村
木
小
学
校

吉
島
小
学
校

I ~…………ヂ……………….，.....，包~"戸、
西上松住月道
事 野 倉 吉 20下

方小小日小
小小学学仕)学

一学学校校 校
職 を 1校校

情 探 j 片草寺
報し 5 貝小島
v _晶 小学小

学校学
校校

経
団
小
学
校

マ
幼
稚
園
の
入
園
及
び
卒
園
式

入
国
式
H
4
月
8
日
附

受

付

午

前
9
時
初
分

間
式
午
前
日
時

卒
園
式
H
3月
げ
日
附
大
町
幼
稚
園

3
月
日
日
附
経
団
幼
稚
園

く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
職
業
安
定

所

〈宮
⑮

0
3
6
5〉
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

整理 希望
年齢 性別

居住 希望
前 歴 学歴 免 百午

番号 職種 校下 賃金

1 経事理務 28 男 魚津 15万 経 4 理年 大商学学 普免 ・珠 2級

2 建事務設 30 男 魚津 15万 建設事2年務 機大械学 普免 ・2種

3 営業 31 男 魚津 15万 事業務器6営年 高卒 普免

4 営 業 35 男 魚津 12万 事業務器6営年 高卒 普免

5 商管理"回" 44 男 魚津 15万 営業 高卒 普免
9年

6 型自車動備車 31 男 魚津 16万 所黒部訓練 高卒 普免

7 電気 59 男 魚津 15万 所黒部訓練 旧専 普免

8 木工 57 男 魚津 14万 所黒部訓練 高卒IJ、普免

9 事 務 23 女 魚津 8万 事 0.5 務年 高卒 普珠免3級

10 事務 24 女 魚津 8万 キーパ6ン年チ 高卒 E3t級2級・S・E和2文級タ・普イプ免
ャー

11 事 務 31 女 魚津 8万 経理事9年務 高卒 ま簿朱 33級級・普免

12 庖員 31 女 魚津 75 万千 ーフ工ァス15年ナ 中卒

13 底貝 32 女 魚津 8万 庖 l 年貝 高卒 普医療免事務

14 
組立

39 女 魚津 75 万千 部品組4年立 中卒
エ

15 単労 30 女 魚津 75 万千 検 1 査年 中卒

16 町業下 38 女魚津 75万千組 3年立中卒

入学と卒業予定者数

学校名 予入定学数 卒予定数業

大町小学校 91 人 122 人

村木小学校 95 89 

住吉小学校 60 56 

上中島小学校 30 30 

松倉小学校 17 11 

坪野小学校 3 8 

上野方小学校 36 38 

本 江 小 学 校 111 163 

片 貝 小 学 校 25 13 

吉島小学校 129 166 

道下小学校 105 76 

経 団 小 学 校 105 90 

西布施小学校 21 22 

言十 828 884 

西部中学校 517 375 

東 部 中 学 校 367 300 

計 884 675 

あなだの国保------------------------フ

中国を訪ねて------------------------8

魚津市史史料編発干Ij1 

あな疋と図書館 J -

保健だより-・・ーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・10

みんなのスポーツ-・・ーーーーーーーーーーーーー・・竹

あしらせ-・・・・・・ーーーーーーーーーー・・・・---12-13

新水族館展示コーナー紹介⑪---14

表紙 ・水墨 画教 室

強

あなだも墨絵を描いてみません

か。 J山静かに絵を描く楽しさは、

あなだのこれからの人生をもっと

古 崎代表

素晴しいものにすると思います。

余暇を利用して、趣昧をもっと

広げだいという皆さんのだめの水

墨画教室は今年で6年目を迎えま

した。講師の扇谷逸郎先生(現松

倉小学校校長先生〉のお人柄と熱

j山なご指導振りはなかなか好評で、

現在学級生23名、愛好会会員52名、

第介、第3土曜日の午後4時半か

ら3時半まで、村木公民館4階会

議室を教室として、共に楽しみな

ガら墨絵を描いています。会費は

月額500円です。皆さんの参加を

お待ちしています。

(3) 
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(税|
申
告
は
、

も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か

H

z の申告今
年
の
申
告
書
は
2
月
中
旬
、
各
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
納
税
義
務
者
の
皆
さ

ん
に
配
布
し
ま
し
た
。
同
封
の
「
申
告

書
の
書
き
か
た
」
を
よ
く
お
読
み
に
な

っ
て
必
要
事
項
を
記
入
さ
れ
お
早
め
に

市
税
務
課
窓
口
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
郵
送
で
も
受
付
け
て
い
ま

す
。
申
告
書
の
未
届
、
紛
失
又
は
書
き

損
っ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
税
務
課

へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
会
社
等

で
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
、
家
族
の

扶
養
者
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
申
告
書

が
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
(
こ
の
項
2
月
分

広
報
と
重
複
し
て
い
ま
す
。)

〈〉
申
告
を
し
な
い
と

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
、

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方
、
に
つ
い

て
は
2
月
号
に
記
載
し
ま
し
た
。
で
は

申
告
を
し
な
い
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
、
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
配
布
さ

れ
た
申
告
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
と
き
、

期
限
が
過
ぎ
て
も
提
出
さ
れ
な
い
と
き
、

あ
る
い
は
必
要
な
事
項
が
何
も
記
入
さ

れ
て
い
な
い
と
き
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、

い
ろ
い
ろ
の
控
除
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
例
え
ば
社
会
保
険
料

・
生
命

保
険
料

・
雑
損
医
療
費
等
の
各
控
除
が

受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
計
算
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
得
の
ゆ
く
税
金
が
納
め
ら
れ
る
よ
う

正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈〉
各
控
除
を
受
け
る
と
き
に

必
要
な
書
類
と
は

市
民
税
や
所
得
税
の
計
算
を
す
る
と

き
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
控
除

を
受
け
る
に
は
申
告
の
際
、
領
収
書
や

証
明
書
な
ど
を
添
付
し
た
り
、
提
示
し

た
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
控
除
を
受

け
る
方
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

川
雑
損
控
除
を
受
け
る
と
き
:
:
:
被

害
を
受
け
た
住
宅
や
、
家
財
の
損
害
額

の
明
細
書

・
災
害
等
に
関
連
し
て
や
む

を
得
ず
支
出
し
た
金
額
の
領
収
書

ω
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
:
:
:

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
(
内
科
・外

科
・歯
科
・折
骨
院
等
全
て
)

ω
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
と
き

・:
一
契
約
に
つ
き
支
払
保
険
料
が
年

間
九
、
0
0
0円
を
超
え
る
も
の
に
つ

い
て
、
そ
の
支
払
保
険
料
の
証
明
書

附
損
害
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
と

き
:
:
:
支
払
っ
た
保
険
料
の
-証
明
書

ω
住
宅
取
得
控
除
の
う
ち

②
定
額
控
除
を
受
け
る
と
き
:
:
:

ぬ
登
記
簿
謄
(
抄
)
本
や
請
負
契
約

書
、
売
買
契
約
書
な
ど
家
屋
の
取
得

年
月
日
や
床
面
積
を
明
ら
か
に
す
る

書
類
と
そ
の
写
し
、
⑤
あ
な
た
の
住

民
票
の
写
、
た
だ
し
、
中
古
住
宅
の

と
き
・・・・・・
①
と
⑤
の
書
類
の
ほ
か
に

φ
任
宅
取
得
控
除
の
条
件
に
当
て
は

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
書
類
、

例
え
ば
中
古
住
宅
を
売
っ
た
方
の
住

民
票
の
写
し
、
固
定
資
産
税
評
価
額

を
証
明
す
る
書
類
な
ど

@
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
返
済
額
に
よ

る
控
除
を
受
け
る
と
き
・
・・・・
・
③
家
屋

の
取
得
価
額
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
、

⑤
圧
宅
取
得
に
係
る
融
資
額
の
償
還

金
額
等
証
明
書
。
な
お
、
昭
和
弘
年

分
又
は
日
年
分
の
確
定
申
告
で
住
宅

取
得
控
除
を
受
け
て
い
る
方
は
、
こ

れ
ら
の
書
類
は
改
め
て
添
付
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅
ロ
ー
ン

等
の
返
済
額
に
よ
る
控
除
を
受
け
る

と
き
は
、
住
宅
取
得
に
係
る
融
資
額

の
償
還
金
額
等
証
明
書
の
添
付
が
必

要
で
す
。

ω
住
宅
貯
蓄
控
除
を
受
け
る
と
き
・:

・:
積
立
等
を
し
て
い
る
金
融
機
関
な
ど

か
ら
交
付
さ
れ
た
住
宅
貯
蓄
証
明
書

mw
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
確
定
申
告
を
す

る
と
き
・
・・・・
・
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た

源
泉
徴
収
票

〈〉
不
要
な
申
告
書
は

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方
で
も
、

日
年
1
月
か
ら
ロ
月
ま
で
の
所
得
状
況

(
所
得
の
な
か
っ
た
方
、
学
生
等
は
生

活
費
の
入
手
先
等
)
を
同
封
の
申
告
書

を
利
用
し
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
の

連
絡
が
国
民
年
金

・
児
童
手
当
等
福
祉

関
係
事
務
の
資
料

・
及
び
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
等
の
資
料
に
も
な
り
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
税
務
署
へ
申

告
さ
れ
た
方
な
ど
同
封
申
告
書
用
紙
が

不
要
な
方
は
、
整
理
の
都
合
上
用
紙
を

税
務
課
ま
で
、
お
返
し
い
た
だ
く
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈〉
税
の
申
告
相
談
案
内

市
税
務
課
で
は
、

3
月
時
日

ωま
で

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
日
曜
日
は
除
く
)

課
内
に
「
税
申
告
相
談
所
」
を
設
け
申

毎
日 3
が月 a邑

防 20.. 

主E*
T Z畿
で 3..，
す月五』

lF管室
会与扇

(4) 

春
の
到
来
、
こ
の
時
期
は
空
気
が
た

い
へ
ん
乾
燥
し
、
嘘
か
い
強
風
が
吹
く

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
火

災
が
発
生
す
る
と
大
火
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
火

に
対
す
る
警
戒
を
強
め
、
焼
死
事
故
を

防
ぐ
目
的
で
、
春
季
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

。
重
点
目
標

O
身
体
不
自
由
者
、
寝
た
き
り
老
人

及
び
独
居
老
人
家
庭
の
防
火
安
全

指
導
。

O
家
庭
を
対
象
と
し
た
防
火
知
識
の

普
及
徹
底
及
び
天
ぷ
ら
油
に
よ
る

火
災
な
ど
、
家
庭
で
起
き
や
す
い

火
災
の
初
期
消
火
方
法
の
指
導
。

O
旅
館
、
ホ
テ
ル
等
の
防
火
基
準
適

合
表
示
制
度
の
実
施
の
徹
底
。

O
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
気

取
扱
い
の
注
意
。

※
民
年
中
の
火
災
発
生
状
況

火
災
件
数
日
件

損
害
額
約
四
千
七
百
二
十
万
円

近
く
の
財
産
が
灰
に
な
り
ま
し
た
。

火
災
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。



昭和57年 3月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

告
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
期
限
間

近
に
な
り
ま
す
と
会
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け
お
早

め
に
済
ま
せ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

〈
〉
地
区
別
相
談
日
程
表

(相
談
時
間
午
前
9
時
ぬ
分
i
午
後
4

時
ま
で
)

1月351月3 0 月39 月8 3 月35 月4 3 月3 3 月3 2 月3 相

2員
日日

t日大) 開日) 幽日 附日 附日 (刈日 開日) 日

会 道

下野方置
力日

車西産上野方苦豊上島 下地島区中 該地区当地
下 積

地 地

区 区 区

税華市役所内
霊主

農西高所協支 上野方民館ム( 
と

〈
〉
納
め
忘
れ
の
市
税
は

あ
り
ま
せ
ん
か
グ

日
年
度
の
市
税
納
期
限
は
、

3
月
1

日
で
終
り
ま
し
た
。
市
県
民
税

・
固
定

資
産
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
軽
自
動

車
税
の
納
付
忘
れ
が
な
い
か
、
い
ま
い

ち
ど
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
未
納
の
税

金
に
は
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

今
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
税
通
知
書

を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再
発
行
し
ま
す

す
の
で
税
務
課
窓
口
へ
申
出
て
く
だ
さ

〈
〉
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意

毎
年
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
き
等
を
税
理
士
に
依

頼
す
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の

際
に
は
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
ど
う

か
を
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
納
税

者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、
税
務
書

類
の
作
成
、
税
務
相
談
を
業
(
仕
事
と

し
て
い
る
方
)
と
す
る
こ
と
は
、
税
理

士
で
な
い
人
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
、

市
民
税
の
申
告
の
時
期
に
は
、
税
務
膏

類
の
作
成
な
ど
を
依
頼
す
る
方
が
多
い

こ
と
に
便
乗
し
て
、
税
理
士
業
務
を
行

う
資
格
の
な
い
人
が
、
申
告
書
の
作
成

な
ど
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
は
、

法
律
に
違
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
納

税
者
に
大
変
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
多

い
の
で
国
税
庁

・
国
税
局

・
税
務
署
で

は
に
せ
税
理
士
に
対
し
て
は
特
に
厳
し

い
態
度
で
臨
み
、
に
せ
税
理
士
の
排
除

に
努
め
て
い
ま
す
。
魚
津
税
務
署
管
内

の
資
格
の
あ
る
税
理
士
は
2
月
に
お
配

り
し
た
2
月
1
日
発
行
「
広
報
み
ん
な

の
税
」

3
ペ
ー
ジ
下
段
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。
か
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を
。

※
課
税
台
帳
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
不
服

が
あ
る
と
き
は
、

3
月
初
日
ま
で
に
文

書
で
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審

査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の

土
地
や
家
屋
を

確
認
し
ま

L
ふう

計
年
度
は
固
定
資
産
の
評
価
替
え
の

年
で
す
。
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎

と
な
る
課
税
台
帳
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り

縦
覧
し
ま
す
。
あ
な
た
の
固
定
資
産
、
最
近
、
全
く
乗
る
こ
と
の
な
く
な
っ

つ
ま
り
「
土
地

・
家
屋

・
償
却
資
産
」
た
、
あ
る
い
は
使
用
不
能
に
な
っ
た
軽

等
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
自
動
車
、
特
に
バ
イ
ク
等
を
納
屋
の
ス

を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ど
う
ぞ
お
確
ミ
に
放
置
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の

か

め

く

だ

さ

い

。

を

よ

く

見

受

け

ま

す

。

乗

ら

な

く

な

っ

ω縦
覧

の

場

所

て

も

、
廃
車
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し

市
役
所
税
務
課
内
(
正
面
玄
関
入
口
て
お
き
ま
す
と
、
い
つ
ま
で
も
税
金
が

一

階

向

右

側

)

か

か

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

廃

車

の

手

ω縦
覧

の

期

間

続

は

簡

単

で

す

。

ナ

ン

バ

ー

を

は

ず

し

3
月
1
日
開
か
ら
3
月
初
日
出
ま
で
て
市
税
務
課
の
窓
口
へ
提
出
す
れ
ば
そ

平
日
午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後
5
時
ま
れ
で
済
み
ま
す
。
業
者
ま
か
せ
に
し
な

で
、
土
曜
日
正
午
ま
で
、
た

だ

し

日

曜

い

で
、
で
き
る
だ
け
お
早
く
ご
自
分
で

日

は

除

き

ま

す

。

手

続

を

済

ま

せ

ま

し

ょ

う

。

市
営
住
宅
住
吉
団
地
の

入
居
者
募
集
ノ
.

市
で
は
昨
年
9
月
住
吉
団
地
で
火

O
構
造
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

ゆ

川
災
に
よ
り
焼
失
し
た
市
営
住
宅
跡
地
住
宅
、
室
の
構
成
は
一
階
、
台
所
、

…

に
あ
ら
た
に

5
戸
の
市
営
住
宅
を
建
洗
面
所
、
浴
室
ス
ペ
ー
ス
、
・
6
畳

伽
設
中
で
こ
れ
ら
の
住
宅
の
新
規
入
居
半
一
室
6
畳
二
室
、
二
戸
あ
た
り
伽

川
者

を

募

集

し

て

い

ま

す

。

面

積

町

平

方

メ

ー

ト

ル

O
募
集
戸
数
一
戸
(
建
設
戸
数
は

O
申
込
者
の
抽
選
申
込
者
が
多
数
川

5
戸
で
す
が
、

4
戸
分
入
居
者
は
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま

州

火

災
に
よ
る
擢
災
世
帯
で
す
)
す
。

O
申
込
期
間

切
年
3
月
5
日
か
ら
※
申
込
用
紙
は
建
設
課
、
建
築
住
宅
叩

3
月

初

日

ま

で

係

(

内

線

m
)に
あ
り
ま
す
の
で
お

川

O
所

在

地

住

吉

二

九

五

O
番
地
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

布
川
旭
区
休
日
夜
間

S
S
E
-包
ン
タ
E

I_I2 

1~1 

診
療
開
始
日

診

療

日

診

療

時

間

診

療

科

目

所

在

地

施
設
内
容

案内図

日
年
3
月
幻
日

日
曜
日

・
祝
日

年
末
年
始
(
ロ
月
泊
日

1
1
月
3
日
)

う
ら
盆

(
8
月
比
日
1

8
月
日
日
)

午
後
7
時
i
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
=
百
市
一
五
二
=
一
番

地八
(
黒
部
市
消
防
署
向

診
察
室
・レ
ン
ト
ゲ
ン
室

病
室
・薬
局
・検
査
室

・

待
合
室

・
事
務
室
等

ー_1-:い;:::・:::

新川地区~ E::;!;l 

休日夜間急患医療センター

至黒部市内

至黒部市内

(5) 



(6) 

す
が
、
急
速
に
進
む
、
高
齢
化
社
会
の

中
で
年
金
を
受
け
る
方
は
ま
す
ま
す
増

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
し
、
み
な
さ
ん
自

身
も
将
来
年
金
受
給
者
と
な
ら
れ
る
の

で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に
も
国
民
年
金

が
健
全
で
あ
る
よ
う
、
保
険
料
引
き
上

げ
に
格
段
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

る
方
が
、
引
き
続
い
て
年
金
を
受
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
大
切
な
手
続

き
で
す
。
こ
の
提
出
を
怠
る
と
、
年
金

の
支
給
を
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
提
出
時
期
の
お

よ
そ
1
か
月
前
に
社
会
保
険
庁
か
ら
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
事
柄
を
ご

記
入
の
う
え
、

市
役
所
で
証
明
を
受
け

て
社
会
保
険
庁
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

昭和57年 3月1日発行

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
は
、
同

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

四
月
か
ら

頒
月
額
五
、
ニ
ニ

O
円
に
/

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
四
、
五
O
O円
で
し
た
が
、4
月
か

ら
五
、
二
二

O
円
に
上
が
り
ま
す
。

ま
た
、
付
加
年
金
保
険
料
は
、
現
行

ど
お
り
四

O
O円
の
ま
ま
で
す
が
、
定

額
保
険
料
と
あ
わ
せ
る
と
1
か
月
に
つ

き
、
五
、
六
二

O
円
に
な
り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
国
民
年
令
制
度

は
、
老
齢
に
な
っ
た
り
、万
一
不
L

慮
の
事

故
に
あ
い
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
夫
を

亡
く
し
母
子
世
帯
に
な
っ
た
り
し
た
場

合
に
、
年
金
を
支
給
し
て
、
生
活
の
安

定
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
つ
の
大

き
な
理
由

弘
B
A

3
句

a

一
老な

一

カ豊
、

金
一
掛

一
の日

H今

そ
の
ひ
と
つ
は
、
高
齢
化
社
会
が
急

速
な
テ
ン
ポ
で
進
み
、
老
齢
年
金
や
通

算
老
齢
年
金
な
ど
の
年
金
受
給
者
が
ふ

え
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
現
在
の
年

金
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
保
険

料
(
定
額
)
は
月
額
九
、

0
0
0円
程

度
の
負
担
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

加
入
者
の
急
激
な
負
担
増
を
さ
け
る
た

め
毎
年
若
干
づ
っ
引
き
上
げ
ら
れ
る
も

の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
年
金
額
が
物
価
上

昇
に
よ
っ
て
目
減
り
し
な
い
よ
う
に

「

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
が
と
り
入
れ
ら
れ
、

昨
年
は
七

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
年
金
額

引
き
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

保
険
料
は
、
こ
う
い
う
こ
と
に
見
合

っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
い
保
険
料
を
か
け
、
高
い
年
金
を

も
ら
う
こ
と
は
誰
も
が
望
む
と
こ
ろ
で

円

)

円

)

i

o
円

0
円
・

置

園

川

司

4

n
U
司

4

n
u
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P
a
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i
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M

4
人

削

人
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一

安

の

t
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の

の

月

料

料

毎

毎
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期
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期
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定
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広報うおづ

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

前
納
の
場
合
の
保
険
料

(
4
月
中
の
前
納
)

O
定
額
保
険
料
の
場
合

l
年
分
の
納
付
額

六
万
一
千
百
三
十
円

(割
引
額
千
五
百
十
円
)

O
定
額
プ
ラ
ス
付
加
保
険
料
の
場
合

l
年
分
の
納
付
額

六
万
五
千
八
百
十
円

(
割
引
額
千
六
百
三
十
円
)

保
険
料
を
前
納
し
た
方
が
、
会
社
な

ど
に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
不
圭十

に
し
て
途
中
死
亡
し
た
た
め
国
民
年
金

の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
資

格
の
な
く
な
っ
た
月
以
降
の
保
険
料
は

還
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
・
.. 

あなたと市政をむすぷ

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り
し
て
い
ま

す
と
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
、
ま

た
将
来
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
保
険
料
は
、
期
限
ま
で
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
生
活
が
苦
し
く
て
、
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、

保
険
料
を
免

除
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
国
民
年

金
係

(
包
n
l
2
2
0
0
)
ま
た
は
、

魚
津
社
会
保
険
事
務
所

(宮
μ
|
1

4

9
4
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
の
納
入
が
毎
月
や
3
か
月
ご

と
で
は
不
便
だ
と
い
う
方
や
、
忙
し
く

て
暇
が
な
い
な
ど
の
方
の
た
め
に
前
納

(前
払
い
)
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

前
納
さ
れ
る
と
割
引
き
の
特
典
が
あ
り

完
全

山
市

主
冷
・金古

向例川特H
H
・

を用
d
H
q

・

2
小
!

ポ
」ひぜ

「
現
況
届
」
は
、

忘
れ
ず
に
出
し
ま
し
ょ
う

次に掲げる年金又は手当を受けて

いる方は、期間 1年の定期預金 ・定

期郵便貯金について1人100万円の範

囲内で年利6.25%(通常5.75%)の

金利が適用されます。

57年 1月18日~

57年12月31日

※福祉手当については別に証明書が

必要ですのであらかじめ社会福祉

課のほうへおいで ください。

対象になる年金又は手当 必要なもの

障害福祉年金

準母子福祉年金 福祉年金証書

老齢福祉年金

児童 扶養手当
手当証書

特 別 児童扶養手当

福 祉 手 当 証 日月 書

|

|
出
さ
な
い
と
年
金
の
支
払
い
が

ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
|

|

誕
生
月
の
末
日
が
提
出
期
限

国
民
年
金
の
4
4
齢
年
金

・
通
算
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
方
か
ら
提
出
し
て

い
た
だ
く
現
況
届
の
提
出
時
期
は
、
ご

本
人
の
誕
生
月
の
末
日
で
す
。
例
え
ば
、

3
月
生
ま
れ
と
方
は
、

3
月
訂
日
ま
で

提
出
す
る
わ
け
で
す
。

現
況
届
は
、
国
民
年
金
を
受
け
て
い

取扱期間



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
栄
養
・
運
動
・
休
養

の
三
つ
の
要
素
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
す
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
は
病
気
に
負
け

な
い
丈
夫
な
か
ら
だ
を
つ
く
り
、
こ
れ
が
適
度
の
運
動
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
強
く
き
た
え
ら
れ
、
活
力
の
あ
る
状
態
を
維
持
し
ま
す
。

ま
た
生
活
を
正
し
く
し
て
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
す
る
時
間
を
持
ち
、

適
度
の
休
養
を
と
る
こ
と
も
明
日
へ
の
活
力
を
増
し
て
く
れ
ま
す
。

〈〉
食
事
は
年
齢
に
合
わ
せ
て

発
育
期
に
は
発
育
を
助
け
る
食
事
、

働
き
盛
り
の
成
人
で
は
そ
の
労
働
に
見

合
っ
た
食
事
、
そ
し
て
老
年
期
に
は
か

ら
だ
の
機
能
を
助
け
る
食
事
と
い
う
よ

う
に
、
人
生
の
区
切
り
ご
と
に
食
事
の

量
と
質
と
を
健
康
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

昭和57年 3月1日発行

〈〉
健
康
づ
く
り
の
食
生
活

広報うおづ

-

欠
食
を
さ
け
よ
う

0

・

朝
は
早
起
き
し
て
、
ひ
と
つ
の
食
卓

を
毎
朝
家
族
全
員
が
そ
ろ
っ
て
囲
ん

で
一
日
の
ス
タ
ー
ト
、
そ
し
て
夕
食

で
は
、
そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と
を
語

り
あ
え
る
場
所
に
し
た
い
も
の
で
す
。

家
族
の
対
話
は
食
卓
か
ら
始
ま
り
ま

す。
2

お
か
ず
本
位
の
献
立
に
:
:・:

あなたと市政をむすぷ

お
か
ず
を
主
体
に
し
て
、
ご
飯
は
そ

の
つ
け
合
わ
せ
程
度
に
考
え
る
こ
と

が
健
全
な
食
生
活
を
き
ず
く
も
と
に

な
り
ま
す
。

3

た
ん
白
質
食
品
を
中
心
に
:
:
:

お
か
ず
は
主
菜
と
副
菜
に
分
け
る
よ

傷
躍
湯
怠
慢
叫
川

州
刑
h

吋
人
の
食
刷
向
慣
は
そ
の
人
の

一
伎
の
健

康
を
友
布
す
る
大
切
な
問
題
で
す
。
自
分
の

H
M引
の
食
哨
円
慣
を
次
の
市引M
M
で
テ
ス
ト
し
て

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
、
王
菜
は
お
か
ず

の
中
心
で
す
か
ら
魚

・
肉

・
卵

・
大

豆
製
品
な
ど
の
た
ん
白
質
食
品
を
中

心
に
し
て
献
立
を
た
て
ま
す
。
副
菜

に
は
野
菜
類

・
い
も
類

・
く
だ
物
な

前 1>>のみ に 111
りないように

3
月
の
健
康
メ
モ

一
時
期
、
青
汁
が
健
康
に
よ
い
と

い
う
の
で
、
か
な
り
愛
用
者
が
ふ
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
青
汁
は
ジ
ュ

ー
サ
ー
な
し
に
は
作
れ
ま
せ
ん
が
、

-
ダ
イ
コ
ン
お
ろ
し
な
ど
は
、
戦
前
か

-
ら
家
庭
料
理
に
盛
ん
に
利
用
さ
れ
ま

マ
し
た
。

乳
児
や
、
胃
腸
の
弱
い
方
や
、
歯

刊
の
悪
い
老
人
は
青
汁
や
ジ
ュ
ー
ス
の

叩
ほ
う
が
適
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
の

?
方
は
自
然
の
姿
の
ま
ま
食
べ
た
ほ
う

円
が
健
康
的
で
す
。

①食事をするとき健康のことを考えて注意していますか。

はいいいえ

②食品の組み合わせを考えて食べていますか. はい いいえ

。澗食はあまり食べないようにしていますか. はい いいえ

③ 3食ともほぼ規則正しい時間に食べていますか. はい いいえ

⑤おかずを多〈して、二・はんをひかえめにしていますか。

はい いいえ

⑥肉や魚を食べる喝合、野菜類も一緒に食べますか.

はい いいえ

dト自に使う食品が3G纏類以上になっていますか. はい いいえ

はいの聖堂はい〈つになりましたか.いいえにOのついたものは

す〈・にも改めるようにしましょう .

ど
。
副
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
や
無
機
質
の

重
要
な
補
給
源
に
な
り
ま
す
。

生
野
菜
を
食
べ
る
効
用
の
一
つ
と

し
て
見
逃
せ
な
い
の
は
、
便
秘
予
防

に
役
立
つ
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
青

緑
野
菜
を
中
心
と
し
た
天
然
セ
ル
ロ

ー
ズ
、
つ
ま
り
繊
維
質
は
不
消
化
物

と
な
っ
て
、
腸
の
ぜ
ん
動
を
適
度
に

刺
激
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

食
生
活
が
ま
す
ま
す
洋
風
化
し
て

き
た
現
在
、
歯
の
丈
夫
な
方
は
、
天

然
の
形
を
し
た
生
野
菜
や
果
物
を
た

く
さ
ん
食
べ
、
健
康
な
体
を
作
り
ま

し
ょ
、
っ
。

(7) 

一級
、
二
級
技
能
士
通
信
講
座

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
で
は
、

技
能
士
通
信
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

O

一
級
機
械
加
工
科

・
仕
上
げ
科

・

板
金
科

・
配
管
科

o
二
級
機
械
加
工
科

・
機
械
検
査
科

回
転
電
機
組
立
て
科

・
建
築

科
・
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
科

・

建
具
科

・
そ
の
他

0
受
講
資
格
実
務
経
験
が
あ
れ
ば
だ

れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

(た
だ
し
、
一
級
は
、

一
級
技
能
検
定
受
検
資

格
者
ま
た
は
一
年
後
資

格
を
得
ら
れ
る
方
)

O
訓
練
期
間

一
ヵ
年

(
い
つ
で
も
受

付
し
ま
す
。)

O
受
講

料
一
級
八
千
円
二
級
六

千
円

。
訓
練
内
容
教
科
書

・
指
導
書
等
に

よ
る
自
学
自
習

・
質
疑

応
答

・
設
問
解
答

・
面

接
指
導
(2
1
3
日
)

O
特
典
修
了
者
に
は
、
受
講
し

た
訓
練
科
に
対
応
の
技

能
検
定
職
種
の
学
科
試

験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
富
山
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
E
M
|
5
5
5
2
へ
ど
う

ぞ
。
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中
国
を
訪
ね
て

私
た
ち
は
、
第
8
回
市
壮
年
海
外
派

遣
員
と
し
て
、
中
国
(
ロ
月
幻
日
か
ら

1
月
7
日
の
ロ
日
間
)
の
研
修
訪
問
を

し
て
き
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ー
ジ
ュ
ー
ル
に
追
わ

れ
な
が
ら
も
感
動
の
日
々
を
送
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

先
ず
、最
初
の
訪
問
地
、
上
海
の
少
年

宮
は
、
小
・
中
学
校
の
課
外
教
育
の
た
め

の
施
設
で
、
規
模
は
日
本
の
か
な
り
大

き
な
小
・
中
学
校
に
も
匹
敵
し
、
ベ
ラ

ン
ダ
の
あ
る
洋
風
の
堂
々
と
し
た
建
物

で
、開
設
は
一
九
五
三
年
で
、中
国
建
国

の
わ
ず
か
四
年
後
で
次
代
を
担
う
子
供

た
ち
の
教
育
を
い
か
に
重
視
し
て
い
る

か
う
か
が
わ
れ
た
。

部
門
も
ピ
ア
ノ
、
民
族
楽
器
、
刺
し

ゅ
う
、
バ
レ
エ
、
コ
ー
ラ
ス
、
科
学
等

十
種
類
以
上
も
あ
り
、
テ
ス
ト
を
受
け

て
選
ば
れ
た
子
供
た
ち
だ
け
あ
っ
て
ど

の
子
も
キ
ビ
キ
ビ
と
目
は
輝
い
て
自
信

が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
と
く
に
、
私
た
ち

と
の
歌
の
交
歓
で
は
「
七
ツ
の
子
」
や

「
し
あ
わ
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
を

す
ば
ら
し
い
日
本
語
で
歌
っ
て
く
れ
た
。

顔
だ
ち
も
日
本
の
子
供
と
そ
っ
く
り
で

改
め
て
身
近
な
中
国
を
痛
感
し
た
り
、

ま
た
、
こ
の
目
、
実
習
を
兼
ね
て
私
た
ち

に
通
訳
を
し
て
く
れ
た
ロ
歳
の
少
女
は
、

本

江

大浦
川田

智
子勤

友

道

れパ狭で浴トさ所の規年でのた工顔その海しに場女全青も に日
て|く 、室はな 、人 模に 、はち人とし古は た 捕j とのな年あまほ本
いトて日と 、町商口は開ー草の新もてい、 。ち し 出 娯 た り た ん 語

会矢賛否長 ?ZRてiき主語吉村三哲室事品三五台TZ向ム号室
だ居 が住等 6 成病こ万汽一村た私るい 、地 上 ま 気 の 男 健 く 年 に っ
とで 、宅は人し院の三 宮すて
いきまと二のて等中千 ‘ にば二

=交ぎ史主義与量;;幕 一三A(....__ 長22
すたのれ世です設学に圃園田園・・・・・・o 園田....__ すピ だ
。ちょば帯二 。も校九圃圃圃・・・・・-圃・・・圃 閉- 園田・h園田・』 るあと
こはう非 が D ア整 、万・・・・・盟冨;/・・・J.':l・・・・・・・.青そし 3

の恵、な常共 K パい託入園・・・・E薗・園・・・・田園・・"2掴・・・・~年しう
よまアに用で| 小 児位百E守哩明間聖里里里ー..  ・..，._.・・・E璽霊園E宮にの

敬青と天稚そ和のの彼踊圃園園..匹生羽掴・・蘭盲圃置圃園E盛明遂を事柵下と 中う
訪連農安園 のを よた ら薗圃圃曙圏・E岨・品事司昆汐雪国・ - ・ の げ 利 は 欄 都 膨 ま と な
問の民門の他噸うめの園町面噴圃哩腎司圃圃'哩 r . 'JlíJr.明脳種開~十た用全地市大たの所

、 方の目見 、 いなと目謡露霜宰理想問~Ir: r.盛 鑑E:ll軍国三として下とな、こは
自々組天学 24 た物い的過函園協調晶画面樹誕 íf .~ 盛E・・・量密室羽r盟主陵聞て商 壕 も経北と j
由と織安 、時いのいは福司園園町哩用調跨球掛岬逼・・圃・・・置‘畠ι"_~I のき白庖 」 し 3 費京で中
市の化門現間と必ま社醤樋堅冨欝描樋堕蕗誕安錨番哩・・圃・・・・・温E咽同'".地 、力ののえをでし国
場交し広代制思要す会語圏醜櫨謡誼圃霞窓型車V亙a・・・圃・・・・l~喧'Y.I 下あ更人見る投はたの
の流た場中度いとが帝櫨邸調間服感慨ヨ，.・E ・-ー・且 」幽 宮の生た学シじ計 。い
異会人 、国のまし 、国 殿 万 の ち で エ て 画 た
様 、民故 を 北 し な私主あエ全り れいこしるを一地ば中成の里精がはル作性 る
と大公宮 象 京 た いた義るル国で北まのとてこ創つ下り国し大の神休、タらと 所
も使社博徴第。世ち訂とタ的な京せかで難とりのに強瓦遂工長で恕こ|れ組 で
い館 、幼子一 界は奇聞 lにくばんもはしも上北もさのげ事城成時の 「た織 建
ぇ芸中偏る幼 平こ 襲 き、がシ、か 。知ないさげ京うはねたをやし同工大地力 設

る
熱
気
、
い
た
み
の
激
し
い
野
菜
、
果

物
、
日
本
で
は
と
う
て
い
商
品
と
し
て

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
品
物
が
街
頭
に

並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
人
口
が
日
本

の
叩
倍
の
叩
億
、
面
積
が
お
倍
と
い
う

拡
大
な
中
由
を
帰
路
の
船
の
四
日
間
を

含
め
た
全
日
程
の
ロ
日
間
で
は
見
残
し

も
多
く
、
ほ
ん
の
表
面
の
中
国
を
見
た

に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
海
外
セ
ミ
ナ

ー
で
得
た
貴
重
な
体
験
を
今
後
の
魚
津

市
の
社
会
教
育
活
動
の
場
で
生
か
し
、

す
ば
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
お
礼
と
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

一
「
第
日
回
富
山
由
歪
同
年
海
外
派

一

…
遣
報
告
展
」
新
川
会
場
の
開
催

…

マ
と
寺
町
年
3
月
日
日

ω
-U日
間

マ
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

マ
主
催

富
山
県
、

富
山
県
青
船
会

マ
後
援
新
川
地
区
市
町
村

マ
内
容ω第

日
回
富
山
県
青
年
海
外
派
遣
の

報
告

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
、
オ
ラ
ン
ダ

(
一
般
部
門
)
及
び
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
、
カ
ナ
ダ

(農
業
部
門
)

@
守
真
及
び
説
明
文
の
パ
ネ
ル
展
示

③
記
録
映
画
及
び
ス
ラ
イ
ド
の
上
映

の
連
示
品
の
陳
列

ぬ
団
員
の
写
真
展

ω第
1
固
か
ら
第
叩
固
ま
で
の
富
山

県
青
年
海
外
派
遣
の
回
顧

ω第
ロ
回
富
山
県
青
年
海
外
派
遣
の

広
報

高
齢
者
の
た
め
の
軽
作
業

(8) 

市
で
は
今
年
も
4
月
か
ら
高
齢
者
の

心
と
健
康
の
増
進
を
は
か
る
目
的
で
、

軽
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

作
業
の
内
容
は
市
の
公
共
建
物

・
公

園
の
清
掃
及
び
草
む
し
り
な
ど
の
簡
単

な
も
の
で
す
。

期
間
は
4
月
か
ら
叩
月
末
日
ま
で
の

う
ち
、
土

・
日
・
祝
祭
日
及
び
雨
の
日

を
除
い
て
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時

ま
で
で
す
。

作
業
に
従
事
さ
れ
た
日
数
に
応
じ
て

謝
礼
(
一
日
一
七
O
O円
)
を
一
週
間
ご

と
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
の
資
格
は
、
市
内
居
住
者
で
、
満

ω歳
以
上
の
健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で

も
結
構
で
す
。
申
込
書
に
健
康
診
断
書

.
住
民
票
を
添
え
て
市
建
設
課
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
適
当
と
認
め
ら
れ
た

方
に
は
通
知
書
で
ご
案
内
し
ま
す
。
申

込
み
の
締
切
り
は
3
月
初
日
ま
で
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
建
設
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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《
全
巻
完
結
》
《
上
巻
増
刷
》

部
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

昭
和
日
年
か
ら
編
さ
ん
事
業
に
取
り

か
か
っ
て
い
た
魚
津
市
史
史
料
編
が
、

3
月
末
に
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
が
~
。

こ
れ
は
、
先
に
刊
行
し
ま
し
た
通
史
編

(
上
下
巻
三
冊
)
の
史
料
編
で
、
そ
れ

以
後
の
新
発
見
史
料
も
含
め
て
魚
津
関

係
の
史
料
を
集
大
成
し
た
も
の
で
す
。

内
容
の
お
も
な
柱
は
通
史
編
に
準
じ
て
、

考
古

・
民
俗
を
も
含
め
、
時
代
別
に
排

列
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
紹
介
し
ま
す

と
次
の
と
お
り
で
す
。

考
古
は
、
九

0
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
写
真
・

図
版
を
主
体
に
先
土
器
時
代
か
ら
中
世
・

近
世
に
到
る
出
土
品
を
紹
介
し
て
い
ま

ま
す
。

第
二
編
古
代

・
中
世
は
、
万
葉
集
か

ら
戦
国
時
代
ま
で
の
史
料
を
収
録
し
、必宅待~付L

特
に
魚
津
城
を
め
ぐ
る
攻
防
と
落
城
に

到
る
史
料
が
圧
巻
で
す
。

第
三
編
近
世
は
、
加
賀
藩
政
下
の
魚

津
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
、
藩
政
初
期
の

十
品
切
で
あ
っ
た
伊
藤
刑
部
の
史
料
が
県

内
で
も
珍
し
い
貴
重
な
も
の
で
す
。
ま

た
藩
政
時
代
中
期
の
村
の
状
況
を
三
十

年
余
に
渡
っ
て
刻
明
に
記
録
し
た
永
鑑

や
、
当
時
の
魚
津
浦
の
漁
場
を
書
き
上

げ
た
目
当
山
帳
、
あ
る
い
は
藩
政
期
の

前
期

・
中
期

・
後
期
と
分
け
て
各
村
の

年
貢
米
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
-
記
載
し

た
高
物
成
帳
な
ど
全
ペ
ー
ジ
数
の
三
分

の
一
を
占
め
る
史
料
編
中
の
最
も
興
味

深
い
時
代
と
考
え
ま
す
。

第
四
編
近
代
は
、
近
代
化
へ
の
道
程

を
示
し
得
る
よ
う
史
料
を
選
定
し
、
特

に
バ
ン
ド
リ
騒
動
や
米
騒
動
な
ど

に
目
新
し
い
史
料
が
あ
り
、
明
治

か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で
の
動

乱
期
を
と
ら
え
る
注
目
す
べ
き
編

で
す
。第

五
編
現
代
は
、
統
計
資
料
を

主
体
に
、
お
も
に
市
制
施
行
か
ら

昭
和
印
年
代
ま
で
を
扱
っ
て
い
ま

す。
第
六
編
民
俗
は
、
神
社
祭
日

・

伝
説

・
民
謡

・
地
名

・
家
紋
に
つ

い
て
概
括
し
て
あ
り
ま
す
。

巻
末
に
は
町
村
役
人
一

覧
や
屋

障
子
を
は
た
く
朝
の
音

〈
菅
雅
〉

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
い
い
ま
す
句

彼
岸
会
と
い
う
仏
事
は
、
平
安
初
期
か

ら
お
こ
な
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
、
年

中
行
事
化
し
て
庶
民
生
活
に
ひ
ろ
ま
り

ま
し
た
。

春
分
の
日
を
中
日
に
し
て
、
前
後
3

日
の

7
日
間
で
す
。

新
刊
の
ご
案
内

〈一

般
書
〉

?
洋
酒
の
お
つ
ま
み

和

田

幸

治

マ

申

込

先

一

園
芸
ロ
か
月

鳥

居

恒

夫

魚
津
市
釈
迦
堂

一ーー一

O
l
一

v

酒
呑
み
の
強
肝
法

山
本
祥

一
朗

魚
津
市
役
所
総
務
部
総
務
課
一
く
つ
し
た
で
作
る
ぬ
い
ぐ
る
み
ほ
の
ぼ

市
史
編
さ
ん
事
務
局

v

の
人
形

え
い
の
さ
ち
こ

合
②
2
2
0
0
問
問

い
び
り
亭
王
学

冨
士
真
奈
美

J

年
金
相
談
川
問
問
答

原

智

徳

〈文
学

・
小
説
〉

号
と
姓

・
折
込
み
地
図
な
ど
を
付
け
て

利
用
者
の
使
を
図
る
よ
う
考
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
広
範
囲
に
、
し
か
も

豊
富
な
史
料
を
盛
り
込
ん
だ
本
書
は
、

市
民
必
携
の
書
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

部
数
は

一
千
部
の
限
定
出
版
で
す
の

で
、
申
込
順
に
受
付
け
ま
す
。
お
早
目

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
上
巻
も

こ
の
機
会
に
増
刷
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
四
五

O
部
の
限
定
で
究

下
巻
も
保
存
分
を

一
般
に
頒
布
し
ま
す

の
で
、
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
全

そ
ろ

悲
揃
え
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ

ひ
、
四
巻
で
書
架
を
飾
り
、
魚
津
の
歴

史
を
家
族
み
ん
な
で
話
合
う
手
引
き
と

な
さ
い
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

マ

価

格

上

巻

玉

、
八

O
O円

下
巻
企
画組
v

五
、
八

O
O円

史
料
編
五
、
五

O
O円

マ
申
込
方
法

市
役
所
へ
直
接
お
い
で
に
な
る
か
、

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
次
の
こ
と
を
忘

れ
ず
、
お
願
い
し
ま
す

0

・
上
巻

・
下
巻

・
史
料
編
の
別
と
、

そ
の
冊
数
。

・
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号

マ
配
本
方
法
原
則
と
し
て
、
市
役
所

で
代
金
と
引
換
え
に
よ
り
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

マ
配
本
予
定

4
月
上
旬
(
申
込
者
に

案
内
し
ま
す
。
)

も
め
た
ぷ
た

ι
命
説

国
喜
一
昨

素
晴
ら
し
き
人
生
・

本
と
の
出
会
い

・
:
⑫

春
寒
し

女
の
居
酒
屋

田

辺

聖

子

字
余
り
人
生

岡

田

誠

三

南
蛮
阿
房
第

2
列
車

阿

川

弘

之

に
ん
げ
ん
動
物
園

中

島

梓

閣
の
法
廷

西

村

寿

行

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週
間

ま
で
で
す
。

お
探
し
の
本
が
な
い
と
き
は
、
お
気

軽
に
予
約
を
申
出
く
だ
さ
い
。
電
話
で

も
受
付
け
ま
す
。

-2月
の
リ
ク
エ
ス
ト
・
ベ
ス
ト

5

・

1
吉
里
吉
里
人

2
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

3
姥
ざ
か
り

4
大
河
の
一
滴

5
峠
の
群
像

砂
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

3
月
の
お
し
ら
せ

1
日
側

お
は
な
し

目
を
と
じ
て
ご
ら
ん
:
:お

は
な
し
の
世
界
へ
出
発
グ

何
日
明

え
い
が
・
ジ
ヤ
ツ
ク
と

豆
の
木
、
ア
ラ
ジ
ン
と
ま

ほ
う
の
ラ
ン
プ

3
じ
却
ぷ
ん
か
ら
、
学
習

室
で
ひ
ら
き
ま
す
。

川
柳
教
室
の
ご
案
内

・
と

き

3
月
9
日

ω

午
後
1
時
却
分
j

4
時
ま
で

・
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

・
課

題

「く
ち
ぐ
せ
」
・
「
雑
詠
」

・
講

師

木

村
時
次
郎
先
生

川
柳
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

(9) 
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保健だより

問い合わせは ft22-2200
(内線 231)

火
の
宮
町

宮

@
1
7
4
8

本

江宮

@
1
7
5
7

新
金
屋
二
丁
目

宮

@
0
6
4
2

上
口
二
丁
目

宮

@

3
6
1
9

※診療時間は、いずれも午
前9時から午後5時まで。

73 
日月

14 
日

21 
日

22 
日

28 
日

内 骨F骨司 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か 月児健診 3か月児
3月10日や同

13: 00-14: 00 
24日(7K)

8か月児健診 8か月児 5日幽 9:00-10:00 

1歳6か月児健診 55年 8月生れの幼児 12日幽 13 : 00 -14: 00 

54.2.16-2.28生れの幼児 3日守防
魚津保健所

3歳児健診 54.3.1-3.15生れの幼児 17日(水) 13 : 00 -14 : 00 

54.3.16-3.31生れの幼児 4月 7日制

母 親 学 級 妊婦とその家族 3月19日幽 9:30-16:00 
母親学級Bコース

畳食をご持参ください。
歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 26日幽 9:00-12:00 

心の 健康相談 一般 市 民 16日(刈 13 : 30 -15: 00 

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下 公民 館

毎週柔曜日 9:30-11:00 経団福祉会館

健 康 体 操 一般市 民
毎週柔曜日 10:00-11: 30 本江公民館 体操の出来る服装の

毎週火曜日 10:00-11: 30 村木 公民 館 用意を願います。

毎週水曜日 13:00-15:00 相木 公民 館

毎週木曜日 10: 00 -11 : 30 大町 公民 館

内 全~回 対 象 と き ところ 備 考

-第 1期=3回接種 13 : 00 - 14 : 00 市民会館 -体温は自宅で計って
4月 1日現在、 2歳

第 1回目 第 2回目 第 3回目 該当地区
きてく fごさい。

児(3歳児で、まだ -母子健康手帳 ・印か

予 接種の終了していな 大町 ・村木 ・
んを持参ください。

百日 せき い幼児も含む)。
4月 1日(村 4月27日(刈 6月22日(火) 住吉・上中島 ・

被1援睡発瞳的腫熱児れで、き なまいた幼は心児息し臓、ど-第 2期=1回のみ接

防 ジフテリア
種 上野方 ・本 江 のるじ劫接んた 、に肝措療障症を なてい
第 1期を 2回-3回
接種終了児で最終接 松倉 ・片員 ・

2 前んと l 年症あ状以内起に児、

接 破傷風 種目後 l年を経過し
4月 2日幽 4月30日幽 6月23日(別

加積・道下 ・

t z i起児 Z るS f | ている 3歳児。 車到 E・天神 ・

露高そ 種 りく三種混合〉
-なお、 4歳児-5歳 西布施 予応る によ 、副反
児で、初回接種の開 こしたことのあ

種 始が遅れた幼児は、
受けなかった 4 、F の他不児で適、接按注当種瞳意と認でを行めきうらジフテリアと破傷風

6月29日(火)
せれf、ごーたんさ抽ヵ町いe• は、 でしてまくの二種混合を受けて 全地区の方

ください。

。。

家
庭
の
健
康
管
理
は
主
婦
の
役
目
、

健
康
づ
く
り
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る

食
事
が
大
切
で
す
。
楽
し
く
料
理
を
し

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
て
み
ま
せ

ん
か
、
申
込
者
に
は
後
日
案
内
し
ま
す
。

マ
実
施
期
間
町
年
4
月
か
ら
回
年
3

月
(
ロ
回
)

マ

と

き

午

前

9
時
加
分
か
ら
午
後

2
時
却
分
ま
で

マ
と
こ
ろ
魚
津
保
健
所

マ

内

容

〈
貯
年
度
予
定
〉

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

来十 士也 ガ 栄 高 月巴 貧 力工日

事理壇食と

理調 家 際司
31時分003分時90 書附隼理 区 袈 庭

展 車且 学
血

貯蔵と 衛生の 莱
講

刀言 織 ン (4) 圧 1前i 血 園 式 1義 |

反 手口 幼 季 減

構周予間食巴
貧血

保: 『、『 ス 季 身 1時2星10言通爾 I 
物 節 Jレ タ 節 体

省 児 塩
予防食

存
来理ク十

ー、、
来十 来十 ナ 来十 i則

分言
会 理 食 理 食 食 食 理 定

閉 献 予 老 薬 シレ
体カT 

栄 栄 栄 ~ 健

3分日b1?3 義講実控講
立 防 人 。コ ンヨクリ 養 聾 養 衆 康

fF 接 看 知 エ ス 学 学 学 衛 管

式 成 種 護 融 ト (3) (2) (1) 生 理

O
経
費
実
習
材
料
費
一
回
三
百
円

。
申
込
先
魚
津
保
健
所
、
ま
た
は
市

役
所
生
活
環
境
課

O
申
込
締
切
日

3
月
出
日
附
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aaル
砲
の

ヌ。漏

E
V

津屋気楼ロードレース大会

第
一
回
大
会
開
催
に
あ
た

っ
て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
大
成
功
裏
に
終
了
し

ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
実

施
要
項
に
よ
り
第
二
回
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ

と

き

4
月
お
日
日

雨
天
決
行

-
m
Mの
部

魚
津
水
族
館
前

i
Y
K
K
黒
部

工
場
裏
折
り
返

し

マ
コ
ー
ス

-
m
Mの
部

魚
津
水
族
館
前
i
魚
津
市

役
所
折
り
返
し

・
一
般

m
Mの
部

〈
年
齢
制
限
な
し
〉

・
一
般
印
刷
の
部

〈
却
歳
以
下
〉

・
壮
年
印
刷
の
部

初
歳
以
上
の
部

ω歳
以
上
の
部

日
歳
以
上
の
部

ω歳
以
上
の
部

二
両
校
叩
同
の
部

・
女
子

m
Mの
部

〈
高
校
生
以
上
の
女
子
〉

・
一
般
二
、
五

O
O円

・
高
校
生
一
、
五

O
O円

〈
保
険
料
含
む
〉

マ
問
い
合
わ
せ
先

・
魚
津
陸
上
競
技

協
会
本
江
元
町

m

竹
田
賢
治
(
合
②

3
8

7
2
)
 

・
市
教
委
体
育
課

(宮
②

2
2
0
0
内
線

3
1
0
)
実
施
要
項
及

び
申
込
書
も
あ
り
ま
す
句

マ
種

目

マ
参
加
料

ー

4
月
の
歩
-
で
つ
会
|

4
月
の
歩
こ
う
会
は
、

4
日
間
に

升
方
方
面
へ
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8
時
鈎
分
に

出
発
、
吉
野
|
升
方
|
観
音
堂
へ
と

歩
き
、
現
地
で
解
散
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
8
時
加
分
ま
で

に
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。

日
年
度
市
水
泳
教
室
(
第
一
学
期

・

4
月
1
7月
)
を
次
の
要
項
に
よ
り
聞

き
ま
す
。

@
組
、
⑤
組
は
申
込
み
受
付
順
で
、

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
が
、
。

組
(
小
学
生
ク
ラ
ス
)
に
つ
い
て
は
、

応
募
者
が
多
数
の
見
込
み
で
あ
り
ま
す

の
で
、
会
志
募
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
公
開
抽
選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定

し
ま
す
。
な
お
⑤
組

だ
け
は
、
応
募
は
市

内
の
小
学
生
に
限
り

ま
す
。

申
込
み

官
製
は
が

き
で
次
に
よ
り
3
月

末
日
ま
で
必
昔
有
但

し
、
@
、
⑤
組
は
④

ま
で
明
記
、
季
語
。

市早
~*度
第 姐L

言語
号室

あ て 先面

水
泳
教
室
参
加
申
込
書

①
希
望
組
名
⑤
学
校
名

②

氏

名

⑥

学

年

〈

新

〉

③
生
年
月
日
⑦
保
護
者
名

④
電
話
番
号

裏抽
選
会

4
月
3
日
出
午
後
6
時
か
ら

市
総
合
体
育
館
で
。

宮
②

1
2
6
3

市水泳教室 要 項

C組 B 組 A 組 高E

市内新小学l 親子 親 子 対
生(

婦人 婦人 象年生より)

日 金 木 H日rJl 

10: 00 18: 30 15: 30 と
Jレ Jレ -JI，. 

き11 : 00 19: 30 16: 30 

4月11日 4月9日 4月8日 開
から12回 から 13回 から13回 講

80名 70名 30名 責l

申込金 1，000阿

費傷 害 保 険 料 大 人 680同

子供 340円

毎回の入館料大人 200同 用
子供 100阿

魚
津
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
総
会
開
催

海
上
で
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
ヨ

ッ
ト
、
遊
漁
船
に
よ
る
海
難
事
故
を

未
然
に
防
止
し
、
安
全
秩
序
あ
る
海

洋
ス
ポ
ー
ツ
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
ボ
ー
ト
(
小
型
船
)
の

所
有
者
及
び
免
許
取
得
者
等
は
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

3
月
幻
日
制

午
前
日
時
l
U時

マ
と
こ
ろ

魚
津
漁
業
協
同
組
合

二
階
研
修
室

小
型
船
舶
所
有
者
及
び

免
許
取
得
者
、
そ
の
他

年
額
二
、

0
0
0円

マ
対

象

マ

会

費

マ
申
込
先

②
魚
津
市
本
町
一
ー
ー
六
l
四

森
本
釣
具
庖

宮
@
0
3
0
7

@
魚
津
市
駅
前
新
町
八
|
七

寺
林
釣
具
庖

宮
(
?
1
6
7

マ
受
付
開
始

3
月
1
日
か
ら

市
役
所
生
活
環
境
課
公
害
交
通
係
で

常
時
、
受
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

マ
安
い
掛
金
で
叩
万
円
保
障

一
人
一
年
分
の
保
険
料
は
昨
年
は
、

一
口
四
八

O
円
で
し
た
が
、
今
年
は

一
口
三
六

O
円
と
な
り
、
一
層
、
加

入
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
加
入
は

一
人
二
口
ま
で
で
、
中
途
申
込
み
は

月
割
三
O
円
で
す
。

保
険
の
支
払
額
は
最
高
一
口
で
八

O

万
円

(
二
口
加
入
の
場
合
は
二
ハ
O

万
円
)
で
す
。
万
一
の
場
合
に
備
え

て
、
家
族
ぐ
る
み
で
こ
の
市
民
交
通

傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

マ
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合

日
本
国
内
に
お
い
て
車
輔
(
電
車
、

汽
車
、
モ
ノ
レ
ー
ル
、
軌
道
車
、
自

動
車
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
自
転
車
、

荷
車
な
ど
)
に
乗
っ
て
い
て
衝
突
し

た
り
、
墜
落
、
転
覆
し
た
り
し
た
事

故
、
ま
た
、
歩
い
て
い
て
こ
れ
ら
の

車
輔
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た

り
し
た
事
故
の
と
き
で
す
。

た
だ
し
、
航
空
機
や
、
船
舶
な
ど
に

よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

説
明
資
料
は
、
各
ご
家
庭
に
配
布
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

生
活
環
境
課
〈
内
線
2
3
2
〉
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
受
通
傷
害
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
グ

。1)
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し
:
{

ら

一

f
t
t九九
議一

F
11人

争

0
4
月
4
日

側

一

州
9
時
1
ロ

時

魚

津

市

役

所

+

マ
と

き

3
月
凶
日
制

午
後
1
時

0
4
月
5
日

明

一

マ
と
こ
ろ
市
民
会
館

州
9
時
1
日
時

村

木

小

学

校

-

・
学
習
発
表

開

l
時
1
3
時

大

町

小

学

校

-

謡
曲

・
詩
吟

・
着
付
け

・
茶
道

・

0
4
月
6
日

側

十

民
謡

・
整
美
体
操

・
話
し
方

釧
9
時
i
9時
ぬ
分
上
中
島
公
民
館
一

・
作
品
展
示

州
日
時
i
m時
初
分
松
倉
公
民
館
十

書
道

・
デ
ッ
サ
ン

・
水
墨
画

・
ペ

川
口
時
1
日

時

叩

分

北

山

鉱

泉

↓

ン

習

字

・
絵
画

・
華
道

・
俳
句

・

0
4
月
7
日

嗣

↑

手
造
り
人
形

・
草
花

州
9
時
1
9時
初
分
石
垣
公
民
館
一

・
賛
助
出
演

山
川
叩
時
1
日

時

加

積

公

民

館

-

村

木

小

学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

州
日
時
加
分
l
u
時

一

中

川

モ

ダ

ン
バ
レ
エ

江
口

・
江
幡
三
治
宅

-
O
作
品
展
示
は
、
当
日
午
後
1
時
か
A

0
4
月
8
日

同

一

日

日
午
後
1
時
ま
で
で
す
。

刷

9
時

l
m時
-

マ
主
催
市
中
央
公
民
館

日
本
カ
ー
バ
イ
ド
工
業
側
青
島
会
館
一

マ
共
催
市
整
旦
委
員
会

釧
叩
時
初
分
l
u
時
経
団
福
祉
会
館
-一

有
害
雑
誌
は
白
い
ポ
ス
ト
へ

・

医

療

費

の

助

成

を

+

↑
二
月
に
ひ
き
つ
づ
き
「
白
い
ポ
ス
ト
一

受
け
て
い
る
方
へ
干

3
基
を
西
魚
津
駅
、
経
団
駅
、
市
民
会

現
在
、
老
人
医
療
、
重
度
心
身
障
害
↑
館
前
に
設
置
し
ま
し
た
。

者
医
療
、
乳
児
医
療
、
母
子
家
庭
医
療
一
青
少
年
に
有
害
と
思
わ
れ
る
俗
悪
雑

の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
で
、
本
人
の
↑
誌
は
放
置
せ
ず
に
「
白
い
ポ
ス
ト
」
へ
投

申
請
時
以
後
に
加
入
保
険
の
変
更
が
あ
↓
函
し
、
社
会
の
環
境
浄
化
に
つ
と
め
ま

っ
た
場
合
(
例
え
ば
国
民
健
康
保
険
か
F

し
よ
う
。

ら
社
会
保
険
に
、
社
会
保
険
か
ら
国
民

マ
設
置

・
管
理

健
康
保
険
に
)
は
、
必
ず
社
会
福
祉
課

へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。
変
更
の
届
出
が

な
い
場
合
は
、
助
成
さ
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く

0

・
窓
口
へ
お
い
で
の
際
、
必
要
な
も
の
。

印
か
ん
・
保
険
証
・
受
給
者
カ
l
ド

-
犬
の
登
録
と
予
防
注
射

生
後
卯
日
以
上
の
犬
は
、
毎
年
一
回

市
役
所
に
登
録
申
請
し
、
鑑
札
を
受
け
、

春
と
秋
の
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

春
の
予
防
注
射
は
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
か
ら
、
最
寄
り
の
会
場
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
の
受
付
け
も
同
時
に
行

い
ま
す
。

マ
登
録
手
数
料
l
i
l
i
-
-
-二
千
百
円

マ
注
射
料
:
j
i
l
---l
i
l
i
-
-
千
円

マ
注
射
済
票
交
付
手
数
料
l
l
・-三
百
円

0
4
月
2
日
樹

川
9
時
1
9
時
初
分
西
布
施
公
民
館

馴
叩
時

l
m時
初
分
天
神
公
民
館

馴
日
時
1
日
時
ぬ
分
片
貝
公
民
館

0
4
月
3
日
出

釧
9
時
i
m時
農
協
上
野
方
支
所

釧
叩
時
ぬ
分
i
日
時
初
分下

中
島
公
民
館

魚
津
保
健
所

間

1
時
1
3
時

青
少
年
育
成
魚
津
市

民
会
議

あ
な
た
の
家
で
も

「
家
庭
の
日
」
を
/

由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
幻
日

ω
午
後
1
時
初
分
か
ら

マ
と
こ
ろ
市
役
所
3
階
大
会
議
室

マ
主
催

青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議

マ
共
催
魚
津
市
教
育
委
員
会

マ
内
容
実
践
発
表
・全
体
会
・分
散
会

(テ
l
マ
「
家
庭
の
日
の
推
進

と
家
庭
教
育
の
あ
り
方
」
)

心
身
と
も
に
健
全
な
青
少
年
を
育
成

す
る
た
め
毎
月
第
3
日
曜
日
を

「家
庭

の
日
」
と
定
め
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
社

会
全
体
で
明
る
く
健
康
な
家
庭
を
つ
く

る
よ
う
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
呼
び

か
け
る
た
め
、

「{
丞
駐
の
日
」
普
及
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
自

〔非行防止は早期発見・早期治療】

非 行 の きざしが見えたらすぐ相談一一家庭におけるチェ ックポイント一一

1 <服装〉装身具をつけたり、 目立つ服装をする。 金品持ち出し

2 <身 体〉眉をそ ったり 、髪やつめを染めたり、パーマをかけたりする OL":::、，........ ‘/-
3 <言葉〉陰語を使ったり、 言葉づかい明くな ったりする。 ⑨ l 乍E~~斤
4 <褒情〉表情に落ち着きがなく、親を避けようとする。 比λr\~婦・・ ，~þ
5 <所持品〉見なれない衣類や所持品がある。 ー一 '-斗忍/tコF

6 <金銭〉金づかいか荒くなる。

7 <時 間〉遅刻が常習化したり、帰宅時聞が遅くな ったりする。

8 <外泊〉友達の名をかたり、あるいは無断で外出・外泊をする。

9 <部屋〉子供部屋にポルノ雑誌や異性の持ち物がある。

10 <電 話〉知らない友達からの電話や呼び出しがある。

酒・タバコ.......-... 
CS:a) s 

ズル休み

(12) 

一一青少年育成魚津市民会議一一
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-
魚
津
市
土
地
改
良
区
の

総
代
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

4
月
鈎
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
魚
津
市
土
地
改
良
区
の
総
代
選
挙
が
、

決
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

マ
選
挙
す
べ
き
総
代
の
数
:
l
i
-
-
m
人

マ

告

示

日

i
i
j
i
-
-
4
月
6
日

マ
選
挙
の
期
日
・
•••••••••

••
•• 

，
4
月
初
日

-
春
植
用
苗
木
及
び

ほ
だ楠

木
の
あ
っ
旋

森
林
組
合
で
は
、
今
年
も
杉

・
松
類

の
苗
木
及
び
榔
木
等
の
あ
っ
旋
販
売
を

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
3
月
白
日
ま

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
杉
苗
、

椅
木
と
も
日
本
以
下
は
町
内
で
ま
と
め

て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
日
市
役
所
内
負
注
市
森
林
組

合

(
宮
②

2
2
0
0
番
内
線
2
9
2
)

あかがれい

魚3孝命@台然魚族紹介側

議
椅2松杉

- -一一
本(本本

椎
四茸六七
O 菌五七
O 入円円
円)

見
込
み

-
市
民
会
館
大
ホ
1
ル
催
物

{槌 物 名 とき 入 場 料 主催者

r人f苗形は劇い団き京て奉い公る演J 午6後日出6時 大人・1小，4人00各円 うおづおやこ劇場

民チ館ャ発リ表テ会ィショー 午7前日(1日1)時 P日売11.0.2∞∞同同 .鈴会

生涯学習発表大会 午14後日{日1)時 軍監理券 魚津市中央公民館

第 l回卒業演奏会 午19後日ω1 時 無 料 大洗足学学闘魚津短期

第 2 回~幽発表会 2121時日{3日0)分 無 料 清水雅楽Il

吹第奏5回栄定期括質奏会 2午2後日開2糊時 300円 県立魚津高等学校

Dr.スランプショー 26日ω 大人1.500円
「アラレちゃんぬいぐ 午前11時 小人 1，∞0円 富山テレビ附

るみショー」 午後 2時 綾子 2，300円

ピアノ発表会 2午8後日(臼2)時 無 料 岩 淵 洋 子

日本海にすむ寒流系のカレイで富山湾では水深

200-400mの海底にすみ、大きな口で小さな工ピ・

力二類 ・クモヒトデなどを食べて生活する。産卵

期は冬から春にかけてで、この時期の子持ち力レ

イは特に美味である。大きくなると40anになり、

刺身や煮物にされる。甘塩で一腕干し疋干しカレ

イは、戸マ工ピ -パイ -べ二ズワイとならんで冬

の日本海の昧である。

-
海
外
移
住
相
談
会

3
月
8
日
間

午
後
6
時

1
9時

富
山
県
民
会
館
印
号
室

映
画
会
及
び
個
別
相
談

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
へ
移

住
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ご
自
由
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
な
お
、
当
日
は
、
青

年
海
外
協
力
隊
の
応
募
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
県
総
務
課
外
事
係

包

0
7
6
4
@

4
1
1
1

内
線

3
3
5

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ

内

容

マ
そ
の
他

-
市
民
大
学
講
廃
第
3
回

き

3
月
刊
日
幽

午
後
6
時
記
分
j

8
時
ぬ
分

マ
と
こ
ろ
本
江
公
民
館

マ
講
師
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学

マ
と

校

校

長

室

田

マ
テ
ー
マ
教
育
学
シ
リ
ー
ズ

「教
育
の
場
に
つ
い
て
の
考
察
」

員
印
名
(
先
着
順
無
料
)

催
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

賛

魚
津
市
社
会
教
育
推
進
会
議

マ
{疋

マ
、王

マ
協

-
各
戸
に
郵
便
受
箱
・
表
札
を
グ イ事

O
表
札

1

一
、
九

O
O円
(
家
族
一
人
に
つ

き
二

O
O円
増
)

2
一
、
三
五
O
円
(
氏
名
筆
書
の
も

の
)

3

七
五
O
円

(

H

)

以
上
三
種
類
は
、
い
ず
れ
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
で
あ
り
、
見
本
は
魚
津
郵
便

局
窓
口
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
一
度
ご

覧
に
な
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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郵
便
受
箱
と
家
族
表
札
を
次
の
と
お

り
あ
っ
せ
ん
(
郵
政
弘
済
会
調
製
)
し

て
い
ま
す
。

0
受
箱
一

個
一
、
九

O
O円

(
エ
ン
ジ
、
ク
リ
ー
ム
の
二
色
)

-
で
ん
で
ん
債
を

お
調
べ
く
だ
さ
い

電
話
の
新
設
や
親
子
電
話
等
の
増
設

を
さ
れ
た
と
き
、
電
電
公
社
で
は
、
電

信
電
話
債
券
を
お
引
受
け
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

す
で
に
満
期
に
な
っ
て
い
る
債
券
や

抽
選
に
よ
り
償
還
し
て
い
る
債
券
が
あ

り
ま
す
。
お
手
も
と
の
債
券
を
お
調
べ

く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
電
話
局

へ

宮
②

1
0
0
0
番

通銀行必へのご著書¥
雪持 和 議 <~、鱗ぷ

松田みさお 新会屋一丁目

魚津地区同盟

魚津麺類飲食業組合

新川信用金庫信金会会長吉井正男

紺屋町婦人会

後藤哲雄経田中町

匿名

北陸銀行魚津支庖北親会

会長原菊男

山崎良明諏訪町

広田 勇 文化町

魚津工業高校生徒会

魚津ラグピースポーツ少年団

魚津運輸鮒

船崎圭子住吉

新川チャリティ絵画・書道展

主催者・作家一同 200，000円

全日自労魚津分会髪口吉雄 5，050円

辻修二新宿 50，000円

森内紀之駅前新町 500円

太平住宅魚津営業所一同 16，305円

「愛の募金箱」魚津市役所 5，050円

8番ラーメン魚津庖庖主森国光 100，000円

魚津自動車学校代表高木広吉 10，000円

富居なつ子金浦町 3，000円

マサ美容室東町 20，698円

仲よし食堂大久保与四文化町 2，780円

カルダン会代表島田 1，000円

浜田 実新角川二丁目 50，000円

※受付けの順番で掲載していますが、紙
面の都合で一部次の号以降になります。
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30，000円

140，480円

20，000円

30，000円

8，490円

50，000円

10，235円

魚津

25，795円

20，000円

30，000円

20，105円

46，242円

11，990円

30，000円
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⑪ ーナ-紹介新水族館展示コ

カ
ブ
ト
ガ
ニ
コ
ー
ナ
ー

水
族
館
の
三
階
に
は
ホ
タ
ル
イ
カ
の
t

発
光
生
態
や
、
富
山
湾
の
霊
気
楼
現
象
G

を
映
写
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
が
あ

る
。
そ
の
隣
に
水
量
約
十
七
ト
ン
の
、

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
展
示
用
大
型
特
設
水
槽

が
あ
る
。

こ
h

で
展
示
さ
れ
て
い
る
カ
プ
ト
ガ

ニ
は
、
岡
山
県
の
井
原
市
と
魚
津
市
の

両
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
姉
妹
提
携
し

た
記
念
に
、
日
年
、
旧
水
族
館
が
雌
雄

十
尾
寄
贈
を
う
け
、
そ
れ
を
新
水
族
館

に
移
し
て
展
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
甲
殻
に
包
ま
れ
た
体

に
剣
状
の
尾
が
あ
り
、

一
見
、
カ
ニ
の

仲
間
に
似
て
い
る
が
、
ク
モ
類
に
近
い

原
始
的
な
節
足
動
物
で
、
今
か
ら
数
億

年
前
に
出
現
し
た
三
葉
虫
か
ら
進
化
し

て
現
在
ま
で
生
き
つ
づ
け
て
い
る
。
か
生

き
た
化
石
。
と
呼
ば
れ
る
動
物
で
あ
る
。

世
界
中
で
は
北
ア
メ
リ
カ
と
、
ア
ジ
ア

両
大
陸
の
東
海
岸
に
四
種
類
し
か
生
息

し
て
お
ら
ず
、
日
本
で
は
瀬
戸
内
海
か
ら

九
州
北
部
沿
岸
に
わ
た
っ
て
す
ん
で
い

る
が
、
主
生
息
地
の
岡
山
県
金
浦
湾
は

特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

カ
プ
ト
ガ
ニ
の
生
態
に
合
わ
せ
て
水

位
の
調
整
が
で
き
る
特
設
水
槽
で
は
、

カ
プ
ト
ガ
ニ
が
腹
側
を
上
に
し
て
、
体

の
折
り
ま
げ
運
動
を
繰
り
返
し
て
泳
い

だ
り
、
雌
雄
、
相
寄
っ
て
底
に
も
ぐ
っ

て
産
卵
行
動
を
行
っ
て
い
る
。
館
員
は

日
本
の
水
族
館
で
、
初
め
て
の
カ
ブ
ト

ガ
ニ
の
子
作
り
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
は

り
き
っ
て
い
る
。

てでるしゃるこ題 V と泊でのよ活
み 、とま果とととた なるはしいの
るもきし物いになの r1I.-〆炉、つ面「む。ー
必う 、てなつ恵るし 事現〆ノてで自の旅部
要一こくどてれがむ 也L岳民 く は 然 三 行 と お O 明な V
が 度 こ れ 四 よ た 、面 a・ -マ る多保大に化り年治国日

号れ勺オ日、ロ忽訟 opphi同日
そのカ観通小資点、 ¥ヨヤ京泌.;/ 宿がが見い行の研
う周ギ光じ住源魚た 国民所7/ 泊間あるるは歴廃。旅
に聞が魚て穴を津べ /足裕之ゴ三込 施題る、と、史止国行
思をあ津味 γも市も /欠アT切υミご¥ 設と。泊いもを以内の
わ見りを覚ケつはの ιシ..-/ v '---斗 がな見るつはも来旅さ
む直そ考を\て、が ~ 問りる、てやっ J 行か
匂 し う え 楽 魚 、 い ま 問 題 、面た も生 て O はん
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編集予

印刷/魚津印刷株式会社

-冒G.圃E・
( 1月末現在)

人(前月対比)

人口(男) 24，070(ー10)
(女) 25，984(-4) 
計 50，054(ー14)

世帯数 13，217

市の面積 200.75km' 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室


